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	このコードタンパク質は、ディスインテグリンメタロプロテアーゼファミリーに属する分泌タンパク質であると考えられています。その発現は樹状細胞の成熟期に上昇します。このタンパク質は、樹状細胞の機能および胚中心T細胞との相互作用において重要な役割を果たす可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンと結合します。,機能：免疫応答の制御および妊娠において重要な役割を果たす可能性があります。,誘導：樹状細胞の成熟期に誘導され、T細胞シグナルに応答して上昇します。マクロファージでは、リポ多糖（LPS）によって上昇します。初代単球からマクロファージへの分化過程において、1α,25ジヒドロキシビタミンD3によってアップレギュレーションされる。,類似性：ディスインテグリンドメインを1つ含む。,類似性：ペプチダーゼM12Bドメインを1つ含む。,組織特異性：小腸および虫垂で高度に発現し、リンパ節、結腸粘膜、胸腺、脾臓で中等度に発現し、骨髄では非常に弱く発現する。胚中心の樹状細胞（DC）で優位に発現する。単球では弱く発現し、マクロファージでは高度に発現する。未熟DCでは発現しない。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

